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小中合同運動会を終えて
平成から令和に変わって、初めての都於郡小学校・中学校

合同の運動会でした。今年で７回目になります。

２学期がスタートして３週間。小学生も中学生も「元気い

っぱい、笑顔いっぱい、やる気いっぱい」で動き出しました。

そして、運動会に向けても、短い期間ではありましたが精一

杯練習に励んできました。その中で、仲間と協力し合い、自

分のもてる力を出し尽くすことなど、大切なことを一杯学ん

できたことでしょう。運動会本番では、練習の成果を十分に

発揮して、テーマでもあった「情熱」あふれる運動会にする

ことができました。また、中学生が小学生を導き、小学生が中学生をお手本にして活動しているなど、

まさに小中合同運動会のねらいとするところでした。

特別支援教育とは 学力向上に向けて学力向上に向けて
「特別支援教育」(文部科学省より)とは、 学校全体の平均正答率 都於郡小 全 国

障がいのある幼児児童生徒の自立や社会参加に向 国 語 ７４．１ ７４．０

けた主体的な取組を支援するという視点に立ち、幼 算 数 ７３．２ ７２．９

児児童生徒一人一人の教育的ニーズを把握し、その 上表は、平成３０年度のベネッセ総合学力

持てる力を高め、生活や学習上の困難を改善又は克 調査結果で、正答率で表示されています。

服するため、適切な指導及び必要な支援を行うもの 本校は全体的に見ると、全国平均程度の結

です。平成１９年４月から、「特別支援教育」が学校 果を出しています。しかし、学年によっては、

教育法に位置づけられ、すべての学校において、障 全国の正答率を下回る学年もあります。全て

がいのある幼児児童生徒の支援をさらに充実してい の学年が安定して全国の数値を上回るように

くこととなりました。 なってもらいたいものです。

今日、特別な支援を必要とする子どもが非常に多く 「努力」は決して裏切りません。「継続」

なってきています。教師は、学校生活の中で困り感を することは、必ず確かな力につながっていき

もっている子どもを支援していきます。家庭では、保 ます。我々大人は、そのことを子どもたちに

護者がその役を担うわけですが、双方向の連携が十分 伝えて、実行させていかなければなりません。

にとれていないとうまくいかないことがあります。保 それが我々大人の使命でもあるはずです。

護者の皆様で、我が子について気になることがありま 学校教育の力と家庭教育の力で、子どもた

したら、担任に相談してください。必要があれば、関 ちの可能性を伸ばしていきましょう。

係機関とも連携して対応に当たります。

１０月の主な行事 １１月の主な行事
１０月１１日(金) ５年生稲刈り(予定) １１月 ６日(水) 西都市小中学校音楽大会

１０月１７日(木) ４年生とのこおり荘訪問 １１月 ８日(金) 西都市小学校陸上記録会

１０月１９日(土) 参観日（わくわく体験活動デー） １１月１０日(日) 都小っ子まつり

１０月３１日(木) ３･４年生音楽発表(朝の時間) １１月１５日(金) 秋の遠足(１～５年生)

11月 28日～ 29日 修学旅行(６年生)
相田みつを 名言集より

｢受身が身につけば達人 まけることの尊さがわかるから｣

夢いっぱい やる気いっぱい 元気いっぱい


